
（12）令和２年１月10日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
12
月
期
子
牛
セ
リ
市
結
果

　

12
月
12
日
～
14
日
ま
で
の
３
日

間
、
子
牛
セ
リ
市
が
西
諸
畜
連
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
通

り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
解
約
や
値
引
き
等

発
生
し
な
い
よ
う
に
生
産
者
の
皆
さ

ん
は
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注
意
し

て
下
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に

発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、

そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気
付
い
た

点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る
か
、
ま

た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は

早
期
出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減

を
図
り
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
雌
子
牛
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
品
評
会
に
出
品
し
、
付
加
価
値
の

高
い
優
良
素
牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

今
後
も
、
各
種
導
入
事
業
の
有
効

活
用
を
図
り
優
良
雌
子
牛
を
導
入

し
、
母
牛
の
増
頭
、
更
新
を
積
極
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。
お
問
い
合
わ
せ

は
畜
産
課(

☎
３
３
―
５
７
４
７)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

☆
12
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

12
月
５
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛

品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
は
７
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
別
表

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
12
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

11
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー

で
、
12
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望

の
あ
る
方
は
畜
産
課(

☎
３
３
―

５
７
４
７)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和元年１２月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(元年12月) 前回 ( 元年 11 月 ) 前年 (30 年 12 月 )

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 89 734,837 58 764,841 △30,004 120 758,421 △23,584

去勢 118 805,656 94 866,191 △60,535 137 856,069 △50,413

計 207 775,207 152 827,518 △52,311 257 810,474 △35,267

令和元年12月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 た ま や 遠 目 塚　 了

壱等賞１席 あ み 堀 　 辰 也

壱等賞２席 第８３７３べっぷ 坂 元　 一 貴

壱等賞３席 は な こ 宮 原　 畩 雄

壱等賞 み か 黒 肬　 康 男

〃 ま き 中 村　 友 哉

〃 第 ７ あ み 坂 元　 一 貴

弐等賞 こ の み 竹 下　 俊 廣

〃 ふ じ 野 田　 安 弘

〃 べ に つ ば き 山 里　 育 代

〃 く る み 竹 下 　 忍
※壱等賞３席以降の序列はつけてありません

令和元年12月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞１２席 た ま や 遠 目 塚 　 了

壱等賞 あ み 堀 　 辰 也

〃 第８３７３べっぷ 坂 元 　 一 貴

〃 は な こ 宮 原 　 畩 雄

〃 第 ７ あ み 坂 元 　 一 貴

弐等賞 み か 黒 肬 　 康 男

〃 ま き 中 村 　 友 哉

※壱等賞・弐等賞は序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

ＪＡ主催冬季肉牛枝肉共励会　（ミヤチク開催）
　１２月４日、令和元年度ＪＡ主催冬季肉牛枝肉共励会が（株）ミヤ
チク高崎工場で開かれました。市内の肥育農家ら１２人が去勢２３頭
雌牛１頭を出品し、二宮利営さんの枝肉が１席に選ばれました。
　二宮さんの枝肉は「ボリューム感がある。皮下脂肪が少なく、バイ
ヤー好み。大きなロース芯にまんべんなくサシが入っており、肉質が
よい」と講評されました。
　全体の成績は、上物率１００％で、平均枝肉重量５２８．１ｋｇ、
平均単価はｋｇあたり２,７７３円で取引されました。

令和元年度ＪＡ主催冬季肉牛枝肉共励会
生産者

（敬称略） 性別
血統

生年月日 体重
(㎏)

枝肉
重量
(㎏)

等級
Ｂ
Ｍ
Ｓ

単価(円) 入賞
区分父 母の父 母の祖父

二宮　利営 去勢 耕富士 秀菊安 勝平正 H29年1月6日 877 565.1 A5 12 3,700 １席
神田　譲市 雌 耕富士 菊福秀 忠富士 H29年4月24日 787 512.2 A5 12 3,600 ２席
下屋 日出夫 去勢 耕富士 福之国 大将 H29年8月6日 823 558.3 A5 12 3,500 ３席

春節、東京オリンピック・パラリンピック大会等に向けた
口蹄疫等に関する防疫対策について

　これから迎える春節に加え、２０２０年は東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。
平成２２年以降、国内での口蹄疫発生はありませんが、現在も中国や韓国では発生が確認されています。
今後、オリンピック等に伴い、アジア地域における人・物の移動が盛んになり、日本への口蹄疫等の病原体
が侵入するリスクが高くなることが予想されます。
　下記の事項について再度確認し、口蹄疫等の発生未然対策をお願いします。

１．毎日の健康管理で、異常があれば
　　早期通報を！
　飼養牛に以下のような異常があるのを発見したとき
は、直ちに獣医師や最寄りの家畜保健衛生所へ連絡し
てください。（都城家畜保健衛生所/0986-62-5151）
牛の症状：発熱、食欲不振、ヨダレを流す、口・ひづめ・
　　　　　乳房の水ぶくれ等

３．正しい方法で効果のある消毒を行いましょう。
①消毒は農場を守るために大切です。
　　消毒をすることで、外部からの細菌やウイルスなどの病原体の侵入を防ぎ、法定伝染病や子牛の下
痢等の発生を防ぐことができるほか、場内で発生した病気の蔓延を防ぐこともできます。
②正しい消毒が実施されていないと十分な効果が得られません。
・消毒液につける前に水洗いをしましょう。
　糞などの有機物が付いた状態で消毒をしても十分な効果が得られません。糞などを洗い落としてから、
　消毒を行いましょう。
・酸性とアルカリ性の消毒薬を混ぜないでください。
　口蹄疫ウイルスは pH6 以下の酸性や pH9 以上のアルカリ性で感染力がなくなります。
　酸性のビルコンは、アルカリ性の石灰の混入等があると消毒効果は落ちてしまいます。ビルコンの場
　合は消毒槽に入る前に、糞も石灰も落としておくことが大事です。

正しい消毒の実施で、効果のある消毒を行い、農場を守りましょう！！

２．牛舎周りの石灰の散布は

　車両の消毒や長くつの消毒になります。
また、牛舎の存在を周囲に知らせること
で、防疫ラインの目印になり、内外の立
ち入り者に対して、防疫に対する意識付
けにつながります。



（14）令和２年１月10日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
）

　

本
作
の
収
穫
や
栽
培
管
理
だ
け
に
気

を
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
す
で
に
次
作

の
育
苗
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
！
無
病
親

株
の
確
保
が
い
ち
ご
の
安
定
生
産
に
は

不
可
決
で
す
。
育
苗
床
の
消
毒
も
行
い

ま
し
ょ
う
。

電
照
時
間

　

今
後
の
電
照
は
、
い
ち
ご
の
生
育
を

考
え
た
電
照
時
間
に
変
更
し
ま
す
。
晴

れ
の
時
は
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
２
～

４
時
間
行
い
、
曇
り
の
時
は
、
照
度
に

合
わ
せ
て
時
間
を
短
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
の
長
短
に
つ
い
て
は
、
見

た
目
の
草
勢
で
判
断
せ
ず
、
芯
葉
展
開

時
の
葉
柄
長
と
展
開
葉
の
バ
ラ
ン
ス
に

よ
っ
て
判
断
し
て
下
さ
い
。

温
度
管
理

午
前
中　

25
～
28
℃

午　

後　

20
～
25
℃

夜　
　
　

７
℃
以
上

（
灰
色
カ
ビ
の
多
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
の

夜
温
は
10
℃
設
定
）

　

暖
房
機
の
ノ
ズ
ル
は
近
頃
交
換
し
ま

し
た
か
？　

黒
い
煙
が
出
て
不
着
火
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
重
資
材
は
、
雨
・
雪
で
あ
っ
て
も

毎
日
必
ず
開
閉
し
て
く
だ
さ
い
。

摘
葉
、
果
梗
の
除
去

　

収
穫
が
終
了
し
た
果
梗
や
下
葉
は
、
早

め
に
ハ
ウ
ス
外
へ
除
去
し
ま
す
。

　

極
端
な
葉
か
ぎ
は
草
勢
低
下
に
つ
な

が
る
の
で
、
枯
葉
を
葉
か
ぎ
す
る
程
度

と
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
）

　

老
木
樹
は
主
枝
を
３
本
程
度
に
し
て
、

亜
主
枝
は
１
本
あ
た
り
２
～
４
本
程
度

に
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

結
果
母
枝
に
つ
い
て
は
、
大
玉
果
生

産
に
つ
な
が
る
よ
う
、
太
さ
８
ミ
リ
以

上
、
長
さ
50
㎝
～
80
㎝
以
上
を
、
樹
冠

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
～
５
本
に

な
る
よ
う
に
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ン
カ
ン　
　
　
　

（
担
当
：
朝
倉
）

　
「
た
ま
た
ま
」出
荷
解
禁
日
が
令
和
２

年
1
月
14
日
と
決
定
し
ま
し
た
。
傷
果
・

う
る
み
果
に
注
意
を
払
っ
た
選
別
を
行

い
、
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
玉
ネ
ギ　
　
　
　
　

（
担
当
：
中
村
）

　

毎
年
、
強
風
に
よ
っ
て
マ
ル
チ
が
は
が

れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
、
定

期
的
な
圃
場
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
排
水
の
整
備
が
出
来
て
い
な
い

圃
場
は
雨
が
多
く
な
る
前
に
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

良
質
・
大
玉
の
玉
ね
ぎ
を
栽
培
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
中
に
、
株
元
の
雑
草
防
除

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
圃
場
に
よ
っ
て
発
生

す
る
雑
草
の
種
類
は
様
々
で
す
が
、
除

草
の
際
に
玉
ね
ぎ
の
株
も
動
い
て
し
ま

う
よ
う
な
大
き
さ
に
な
っ
て
か
ら
の
除

草
は
玉
ね
ぎ
の
生
育
を
遅
滞
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
根
張
り
の
強
い
雑
草
は
特

に
注
意
し
、
小
さ
い
う
ち
の
除
草
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。　

☆
ピ
ー
マ
ン　
　
　

（
担
当
：
山
下
陽
）

　

３
月
か
ら
定
植
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、

前
作
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方
は
早
急

に
取
り
掛
か
り
次
作
の
準
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

片
付
け
完
了
後
は
、
施
肥
、
畝
立
て
、

マ
ル
チ
張
り
、
土
壌
消
毒
な
ど
の
作
業

遅
れ
が
な
い
よ
う
に
計
画
立
て
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
中
村
）

　

厳
寒
期
と
な
り
ま
し
た
。
ほ
う
れ
ん

草
の
成
長
が
緩
慢
な
場
合
に
は
液
肥
で

の
葉
面
散
布
を
行
い
し
ょ
う
。

　

害
虫
の
発
生
で
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

発
生
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
早
め
の
防
除

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
時
の

異
物
混
入
が
な
い
よ
う
に
収
穫
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草　（

担
当
：
梅
木
）

　

収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
の
際
に
は
１
袋
の
重
量
が

１
６
０
ｇ
前
後
を
目
安
と
し
て
袋
詰
め

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

製
品
作
り
の
注
意
点
と
し
て
、
雑
草
、

豆
葉
、
枯
れ
葉
、
虫
な
ど
の
混
入
に
注

意
し
、
洗
わ
ず
に
袋
詰
め
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

☆
人
参　
　
　
　
　

　
（
担
当
：
梅
木
）

　

収
穫
期
を
む
か
え
て
い
ま
す
が
、
収

穫
が
遅
れ
る
と
し
み
腐
れ
な
ど
の
地
下

部
の
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
白
ネ
ギ　
　
　
　
　

（
担
当
：
梅
木
）

　

収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

白
ネ
ギ
は
出
荷
調
整
に
時
間
が
か
か

る
た
め
、
計
画
的
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝

か
ら
２
・
５
㎝
以
上（
Ｓ
～
２
Ｌ
）に
な
り

ま
す
。

　

根
切
り
に
つ
い
て
は
、
盤
茎（
根
本
部

分
）を
深
く
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
５
㎜
程

度
は
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
葉
の
調
整
は
病
害
虫
・
枯
れ

葉
を
取
り
除
き
、
３
枚
を
残
し
て
出
荷

し
て
く
だ
さ
い
。
58
㎝
に
満
た
な
い
葉

は
、
枚
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ　
　
　

（
担
当
：
山
下
陽
）

　

春
作
に
向
け
て
の
準
備
期
間
と
な
り

ま
す
。

　

自
家
育
苗
を
さ
れ
る
方
は
、
品
種
の

特
性
を
押
さ
え
て
時
期
に
見
合
っ
た
適

正
な
品
種
選
定
を
行
い
、
収
穫
予
定
日

よ
り
逆
算
し
て
計
画
的
な
播
種
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
苗
の
注
文
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は

農
産
園
芸
課
ま
で
早
め
の
注
文
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
加
工
甘
藷　
　
　
　

（
担
当
：
梅
木
）

　

県
内
の
南
那
珂
地
域
で
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る「
か
ん
し
ょ
茎
・
根

腐
敗
症
」の
発
生
が
西
諸
管
内
で
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
地
際
部
が
黒
変
し
、
被

害
が
進
行
す
る
と
地
上
部
が
枯
死
し
地

下
部
も
腐
敗
し
て
き
ま
す
。

　

次
年
度
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、
残

渣
の
持
ち
出
し
を
行
っ
た
上
で
分
解
ヘ

ル
パ
ー
か
石
灰
窒
素
を
散
布
し
て
圃
場

に
残
っ
た
根
や
茎
の
腐
塾
が
進
む
よ
う

耕
運
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
家
苗
を
作
ら
れ
る
方
は
育

苗
床
の
消
毒
と
種
芋
の
選
別
・
消
毒
を

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
褐
変
し
て
い
る

も
の
や
軟
化
し
て
い
る
も
の
は
種
子
芋

と
し
て
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

来
年
度
に
向
け
て
の
作
付
計
画
の
検

討
や
早
目
の
圃
場
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
新
規
で
作
付
け
を
希
望
さ
れ

る
方
は
早
め
の
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。（
担
当　

梅
木
：
３
３

−

５
７
５
６
）

分
解
資
材
：

　

分
解
ヘ
ル
パ
ー　

45
㎏
～
60
㎏/

10
ａ

　

石
灰
窒
素　
　
　

30
㎏/

10
ａ

育
苗
床
消
毒
：

　

バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤
・
キ
ル
パ
ー
・

　

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン

種
芋
消
毒
：

　

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
：
種
芋
粉
衣

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
：

　

２
０
０
倍
～
５
０
０
倍

　

20
分
～
30
分
種
芋
浸
漬

☆
ゴ
ー
ヤ
ー　
　
　
　

（
担
当
：
中
村
）

　

圃
場
内
に
残
っ
た
枯
れ
あ
が
っ
た
株

や
つ
る
等
の
片
付
け
を
行
い
、
本
年
産

に
向
け
た
圃
場
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
度
の
ゴ
ー
ヤ
ー
作
付
け
を
希

望
さ
れ
る
方
は
農
産
園
芸
課（
担
当
中
村

３
３

−

５
７
５
６
）ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す

農業用廃プラスチックについて
農業用廃プラスチックは決められた収集日にだしてください。

◎今月はポリフィルム（マルチ・肥料袋等）の集積を行います。
　　・集積場所　　えびの市一般廃棄物最終処分場
　　・集積日　　　１月２１日（第３火曜日）
　　・時　間　　　午前９時～午後４時

※　ビニールとポリマルチは混ぜないように注意してください。
※　集積日が休日の場合は、次の日になります。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園

芸
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
）

　

え
び
の
市
管
内
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
米
検
査
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
１

の
通
り
２
等
米
が
中
心
で
し
た
。
検
査

格
下
げ
理
由
の
内
訳
は
表
２
の
通
り
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
え
び
の
市
を
含

む
宮
崎
県
広
域
霧
島
地
帯
の
作
況
指
数

は
92
の
不
良
で
あ
り
ま
し
た
。

　

等
級
格
下
げ
理
由
の
主
な
要
因
は
次

の
と
お
り
で
す
。

整
粒
不
足
…
令
和
元
年
度
は
８
月
出
穂

時
期
以
降
の
日
照
時
間
が
平
年
値
を
下

回
っ
て
い
る
日
数
が
多
く
、
十
分
な
日

照
量
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
稲

の
光
合
成
が
進
ま
ず
全
体
的
な
充
実
度

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
飛

来
数
、
飛
来
回
数
と
も
に
非
常
に
多
く
、

平
成
25
年
以
来
の
大
発
生
と
な
り
ま
し

た
。
８
月
末
の
時
点
で
市
内
で
も
坪
枯

れ
す
る
圃
場
が
発
生
す
る
な
ど
、
多
く

の
圃
場
で
生
息
を
確
認
し
ま
し
た
。
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
稲
の
株
元
を
吸
汁
す

る
た
め
、
登
熟
に
影
響
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

形
質
（
心
白
お
よ
び
腹
白
）
…
例
年
と

比
較
し
て
発
生
は
少
な
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
発
生
要
因
と
な
る
高

温
条
件
の
連
続
し
た
日
数
が
少
な
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
の
出
穂
最
盛
期
が
８
月
21
日
頃
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
出
穂
す
る
時
期
は

早
進
化
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

こ
の
頃
の
出
穂
で
は
登
熟
初
期
が
ま
だ

ま
だ
高
温
が
続
く
こ
ろ
と
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
水
の
か
け
流
し
や
飽
水
管
理
な

ど
を
実
行
し
、
白
未
熟
粒
の
発
生
軽
減

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
植
付
け
時

期
を
６
月
中
旬
以
降
に
す
る
事
も
検
討

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

着
色
粒
（
カ
メ
ム
シ
類
等
）
…
令
和
元

年
度
は
前
年
と
同
程
度
の
検
査
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
着

色
粒
は
出
穂
後
、
登
熟
期
間
か
ら
成
熟

期
間
に
か
け
て
稲
穂
を
吸
汁
さ
れ
る
と

発
生
し
ま
す
。
重
点
防
除
の
実
施
や
畦

畔
雑
草
の
除
草
を
す
る
こ
と
で
軽
減
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

<

近
年
の
稲
作
環
境
と
品
質
向
上
に
向
け

て>

　

気
象
変
化
に
伴
う
対
応
は
そ
の
年
そ

の
年
で
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
高
温
傾
向
で

推
移
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本

年
度
の
稲
作
計
画
を
立
て
る
際
に
、
自

分
の
圃
場
の
出
穂
時
期
や
収
穫
時
期
な

ど
は
ど
う
だ
っ
た
か
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
植
付
時
期

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
今
後
も
予
想

さ
れ
る
高
温
障
害
を
回
避
で
き
る
よ
う

な
栽
培
計
画
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
品
質
向
上
を
目
指
す
た
め
に
、

事
前
に
圃
場
の
残
肥
を
土
壌
診
断
で
確

認
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
適
正
な
肥

料
設
計
を
行
う
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
土
壌
診
断
に
つ
い
て
　

　

土
壌
診
断
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
植
付
時
期
が
近
く
な
る
と
申
込
み

が
集
中
し
ま
す
。
早
め
に
依
頼
を
お
願

い
し
ま
す
！
（
※
状
況
に
よ
り
ま
す
が

標
準
で
１
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
）

・
一
点
当
た
り
１
０
０
０
円
の
診
断
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
み
先
：
農
産
園
芸
課

（
３
３
―
５
７
５
６
）

・
必
ず
乾
燥
し
た
土
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
自
治
会
、
氏
名
は
必
ず
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

《
水
稲
苗
の
予
約
外
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
》

　

１
月
10
日
の
ふ
れ
あ
い
日
よ
り
水
稲

苗
・
資
材
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
が
、

３
月
１
日
以
降
の
申
込
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
通
り
予
約
外
扱
い
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
苗
の
予
約
を
さ
れ
、
植

付
け
時
に
不
足
分
が
発
生
し
た
場
合
、

申
込
み
い
た
だ
い
た
枚
数
分
の
１
割
分

の
枚
数
に
つ
い
て
は
予
約
内
単
価
で
対

応
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
が
遅
れ
た
苗
の
受

け
渡
し
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
育
苗
計

画
の
作
成
お
よ
び
作
業
段
取
り
の
関
係

か
ら
、
希
望
さ
れ
る
田
植
え
日
は
６
月

25
日
以
降
の
受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
期
間

内
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

令和元年産米検査結果（表１）
令和元年度 平成30年度

【１等米】 8.7％ 42.1％

【２等米】 83.8％ 57.2％

【３等米】 7.2％ 0.6％

【規格外】 0.3％ 0.1％

合　計 100.0％ 100.0％

令和元年産米検査格下げ理由（表２）
格下理由 令和元年度 平成30年度

整粒不足 85.0％ 35.2％

形質（心白及び腹白） 12.5％ 60.4％

着色粒(カメムシ類等) 1.1％ 1.8％

被害粒（胴割れ） 1.3％ 2.8％

異種穀粒・異物混入 0.1％ 0％

合　　計 100.0％ 100.0％

営
農
情
報

◎
農
産
関
係
◎
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営農情報 ◎担い手支援関係◎

農業経営者組織協議会（青色申告会）
　青色申告での税務申告には多くの特典があります。節税のためにも青色申告を始めましょう。
　ＪＡえびの市農業経営者組織協議会では、通帳取引の自動仕訳等、会員様の事務負担軽減に
ご協力させていただいております。
　随時会員の募集をしております。ぜひご加入ください。

青色申告の主な特典
（1）青色申告特別控除
（2）青色事業専従者給与の経費算入
（3）純損失の繰越控除　　　　　　　など

青色申告に関することは、お気軽にお問い合せください。
担い手支援課　３３−３１０４（担当　山下・内田）
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★国の事業を活用し新規事業に取り組みました。
◎平成 年にハウス団地を建設し、イチゴの産地再生と担い手就農者の育成を図りました。
◎平成 年にＪＡ和牛繁殖センターを建設しました。（母牛 頭規模の繁殖経営と 頭程度の育成）
畜産農家の高齢化等で母牛の絶対数が減少する中で、妊娠牛の販売や育成牛の安定的な供給に
より、繁殖農家の負担軽減に寄与し地域の繁殖基盤拡大に貢献しました。また、新規就農者の
研修施設としても活用しています。

★「所得アップＧＯ！ＧＯ！テン」県下統一運動に取組みました。
◎再度の「特 産地」獲得を目指して 情報通信技術）を活用した数値化農業へ取組みました。
◎ 肉用牛繁殖・肥育・酪農、イチゴ・ピーマン・ゴーヤー部会では、部会目標を数値化して取り
組みました。その結果、肉用牛繁殖部会では、平成 年度は前年比 頭増の 頭を確保
する事ができました。イチゴ、ピーマン、ゴーヤー部会では、ハウス環境改善対策や病害虫速
報、土壌診断に基づく施肥指導を徹底した結果、品質、反収量の改善が図られました。

 
ＪＡ和牛繁殖センター（平成30年2月完成） 

 
えびの市イチゴ団地（平成29年4月完成） 

ＪＡグループは取組んできた自己改革について、全国 の全組合員 正 万人・准 万人
から回答 にアンケート調査を行っているところですが、 日にその中間報告が出ました。約 割が
自己改革を評価し、約 割が准組合員の利用制限に反対し、総合事業継続を後押しする結果になりま
した。平成 年 月に閣議決定された規制改革実施計画での農協改革は、令和元年 月 日にその期
限を迎えましたが、ＪＡグループは継続して次のステップの自己改革に挑戦して参ります。

★より良い農産物生産の為に、土壌分析、生産技術講習会、目揃え会、現地講習会など回数を増や
して取組みました。また、残留農薬検査も野菜集荷場取扱で 回、道の駅出荷物に対しては
回行い信頼される農産物取扱に努めました。

★生産資材の価格低減
★全農以下、飼料の銘柄集約による製造体制の効率化、原料価格交渉によるＢＢ肥料の値下げ、
近隣他県との共同仕入れによる価格交渉等でコスト削減を図りました。

★農薬については、ジェネリック農薬の普及拡大や水稲箱施肥剤・水稲除草剤の ㌔商品や茎
葉処理除草剤 ㍑の大型規格商品により割安な価格でのコスト削減を図りました。

★生産資材の市況価格については、競合店を含め小売店を定期的に巡回し、小売価格の調査を行
い価格の劣勢については、経済連に要請し系統をあげて取り組みました。

★農業機械では、生産者の意見を反映して必要な機能を絞り込んだ低価格大型トラクター（全農
による共同購入）の取扱、南九州 県の経済連で共同仕入れした割安な農業機械の販売も実施
しました。

★食育活動の一環としてお米学習教室（市内の小学校で田植え、
稲刈り、収穫祭）及び青年部員の農業現場で小学生が農業学
習をしました。

★ＪＡ女性部によるボランティア活動
介護施設への慰問や京町温泉マラソン大会での炊き出しなどの地域貢献活動を行いました。また、

「南九州駅伝競走大会」では市内から唯一のチーム「道の駅えびの」が出場しました。
★多様な総合事業展開で、資産相続などの相談会や年金友の会員のハッピーライフのお手伝い、
人生万が一の時の事故処理対応（平成 年度は、顧客満足度が県内ＪＡ 位、全国ＪＡでも 位）や葬祭関
連事業での専門ディレクターによる真心を込めたお手伝いに努めました。

★「道の駅えびの物産館」を拠点とした地域農業の振興と交流人口増加の貢献。
（平成 年の来場者は、 年間で 万人を超えました） 

青年部食育活動 
（農家のおじちゃんと語る会） 

農業生産の拡大と農業所得向上

低コスト農業の確立と生産資材の低減

総合事業で繋ぐ農を基軸とした地域の活性化
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・行政との連携強化
包括連携協定の締結）

・女性部･青年部活動を通じた
地域貢献活動

・道の駅｢えびの｣を通じた
農業と地域振興

・地域に密着した支店活動と
交通事故防止活動

・組合員との対話と事業への反映

・准組合員へのアプローチ

実施期間 
令和元年～令和３年 

・業務加工野菜の取組強化
・生産者との信頼関係醸成

・業務加工向け野菜の面積拡大。（目標５００ｔ）
「キャベツ・ホウレン草・人参・里芋」

・巡回指導の質と頻度の向上。（ 品目 名対応制）
・関係機関と連携した対応力の強化。
・効率的な巡回指導、適時の情報伝達。 

・農家の労力軽減とコスト軽減
・バラ飼料、ＴＭＲ飼料の普及拡大。

オーツヘイ ｔ 年・ＴＭＲ ｔ 年）
・フレコンパック肥料の機械散布 ｔ 年）と銘柄集約に
よるコスト削減。

・ジェネリック農薬の普及拡大、大型規格商品の取扱い。

・人口減少･少子高齢化の進展による農業基盤の衰退化や
多発する自然災害や家畜伝染病の危機事象に素早く対応
していくために関係強化。

・協同組合活動や多様な総合事業展開が地域のインフラや
活性化につながっていることの発信。

・学童の食育活動。
・認知症サポーターの増員、介護施設への慰問。

・出荷者協議会と連携した安全･安心な農畜産物の提供。
・えびの特産物と魅力ある加工品･手芸品の陳列。

（年間売上目標 ６億円）
・定期的なイベント開催による集客と交流人口の増加。
・｢ふるさと宅配便」の復活で手作り味噌や地元産の農産
産物オリジナルお歳暮などの取扱い。

・専門スタッフによる年金受給に係る諸手続きのお手伝い
・通学時間帯での横断歩道立ち番指導。
・カーブミラーや横断旗、反射タスキなどの贈呈。

・総合座談会の内容充実 営農情報提供と対話を重視した意見交換会）
と出席率のアップ。 目標 出席率 ４０％）

・組合員の積極的な協同組合活動への参加促進。
・青年部専門部会と営農指導員との意見交換会など。
・｢県域ＪＡ構想」に向けた取組みと組合員の意見徴収。

・自己改革に関するアンケート調査を契機にＪＡ事業の周知
と複数事業の利用促進。
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これまで実践してきた自己改革の継続・見直しを基本とし、ＪＡの使命・役割である
「農業所得の向上」と「地域活性化」に向けて今後も積極的に取組みます。
農業振興への取組みや総合事業の展開を通して、ＪＡと地域社会とのつながりを強化し、
地域に必要とされるＪＡを目指します。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

67%

27%

4%
1% 阻害していない

どちらかといえば阻害していない
どちらかといえば阻害している
阻害している

回答数
817

准組合員の利用による阻害

自己改革の認知度

准組合員利用規制

56%35%

6%3%

必要
どちらかといえば必要
どちらかといえば不要
不要

准組合員の利用の必要性

回答数
833

83%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

制限しない方がよい

制限した方がよい

准組合員の利用制限

正組員の９１％が、准組合員の事業利用が必要と回答している。

23%

33.5%

6.5%

19%

12.5%

23%

総代会などで知った

パンフレットなどで知った

イベントなどで知った

ＪＡ役職員から聞いた

そのほかの方法で知った

知らなかった

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

※複数回答可の項目のため、割合が100％を超えています。

全体の７０％以上はＪＡ自己改革の取り組みを認知してる一方、２割超の組合員は認知していない。

正組合員のみ回答

組合員の８３％が、「准組合員の利用制限はしない方が良い」と回答。

現在第２次調査の結果を取りまとめ中です。アンケート調査結果を基に、更なる組合員の満足
度の向上を目指して自己改革を継続して参ります。

アンケート調査にご協力いただいた組合員の皆さまに改めてお礼申し上げます。
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

49%

30%

16%

2%
3%

1%

46%

32%

16%
3%

3%
1%

43%

28%

21%

4%
3%

1%

期待

やや期待

どちらかといえば期待

どちらかといえば期待せず

あまり期待せず

期待せず

回答数
513

回答数
532

回答数
724

営農指導事業 販売事業 購買事業

自己改革への評価

88%

12%

ある ない

ＪＡグループは、より良い協同組合組織を目指して自
己改革を進めています。その成果や実態について組合員
の皆さまの評価の把握や関係強化を図るために、全国で
アンケート調査を実施しました。
当ＪＡでは平成30年末から無作為に3,000人を対象に

第１次アンケート調査を実施しました。そのうち、
1,582名の組合員から回答が得られましたのでその結果
をご報告致します。

対象件数 回収件数 回収率

全体 3,000 1,582 53％
正組合員 1,500 922 61％
准組合員 1,500 660 44％

調査の実施状況

ＪＡ事業利用の状況 ＪＡ総合事業

回答数
1,550 60%

28%

6%
6%

総合事業を継続すべき
どちらかといえば継続すべき
どちらかといえば特化すべき
農業関連事業に特化すべき

回答数
1,47664%

28%

5% 2%

感じる
どちらかといえば感じる
どちらかといえば感じない
感じない

ＪＡの必要性

回答数
1,543

総合事業については、「どちらかといえば」を含め、回答者全体
の88％が継続すべきと回答。

農
業
関
連
事
業
に
対
す
る
期
待
度

農
業
関
連
事
業
に
対
す
る
満
足
度

25%

42%

22%

7%

2%
2%

回答数
511

24%

39%

24%

8%

2%
2%

回答数
532

27%

35%

25%

8%

3% 2%

満足

やや満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

やや不満

不満

回答数
724

営農指導事業 販売事業 購買事業

農業関連事業（営農指導、販売、購買）に係る正組合員の回答は、７割超が「期待、やや期待」と回答。「どちらか
といえば期待」を含めると、９割超の正組合員が期待していると回答。

農業関連事業（営農指導、販売、購買）に係る正組合員の回答は、６割超が「満足、やや満足」と回答。「どちらか
といえば満足」を含めると、８割超の正組合員が満足との回答。

正組合員のみ回答

総合事業の継続


